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Abstract

Electr0-magnetic seismpgraphs installed at the Volcanological Observatory of

Kagoshima University in Sakura-jima island are calibrated. And a number of

seismograms of volcanic and natural earthquakes recorded by those instruments are

presented.

1.　は　じ　め　に

いまもなお活発に噴煙を上げ続けている横

島南岳の活動は1955年に始まったが,鹿児

島大学では,これをきっかけとして,全学的

な｢鹿児島大学桜島火山活動研究会｣を組織′

して謝査研究活動を開始した｡そして, 1960

年には,桜島の活動を火山性地震の側面から

観測するために,東桜島町有村および野尻に

観測点を設け,石本式高倍率地震計(水平

動)による観測をおこなった｡

現在の観測所は,これらの調査研究活動を

受け継いで, 1962年に建てられたものであ

る.当初の観測は,固有周期1秒や,石本武

高倍率地震計(水平動)と電磁式地震計(上

下動)とによるもので,記録方式はすすがき

であったが, 1970年に至って現在のシステム

が設置され,一点3成分の電磁式地震計によ

る観測がおこなわれるようになった｡記録方

式はインクがきで,記録は各成分毎に一枚の

紙に2月分が▲おさめられ,送り速度12cm/:mm

Fig. 1. Location of the Volcanological

Observatory of Kagoshima Univer-

sity.
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で記録されている｡刻時には水晶時計が使われている｡

観測所は,桜島南岳の南々東,噴火口からおよそ2.5km離れた東桜島町有村にあって,東

経130039′56〝.2,北緯31-33′10〝.4,高度90mの位置にある(第1図)0

2.計器の特性

換振器の諸常数は第1表に示してあるが,これを直流増幅器を通してガルバノメクーに接続

した時の綜合特性の検定は,第2図に示したブリッジを組むことによりおこなった｡この種の

検定では,一般には, Maxwell Bridgeが用いられるが,高周波の場合を除けば,インダクタ

ンス分の影響は殆んどなく,また,抵抗値を適当に選べば,コンデンサーの影響も無視出来る

ことから,ここではWheatstone Bridgeを用いた｡

この測定法によって得られた出力波形をフーリェ変換することにより,加速度,速度,変位

のそれぞれについての特性曲線を得ることができる〔狐崎(1971),嶋(1973)〕｡第3図には,

このようにして得られた速度感度の特性曲線を示してある｡

また,作動状態での換振器とガルバノメクーの固有周期と減衰定数は,この出力波形を解析

することによって得られる　Tarosch and Curtis＼(1973)1｡得られたパラメクーを第2表に

示す｡

第1表　換振器の常数表

固有周期[secコ

振子重量

慣性能率[kg m2]

重心と回転軸間の距離[cm]

コイル中心と回転軸間の拒盲牲[cm]

コイル抵抗[kβ]

コイルの巻数

電圧感度[volt/kine]

Fig. 2. Wheatstone bridge
used for the calibra-

tion of seismographs.
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Fig. 3. Velocity response curves.
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第2表　換振替及びガルバノメターの常数
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Fig.4.Seismogramsofvolcanicearthquakes.
a)continuoustremorsof=C-type"andexplosionearthquakeoccurredon14March,1975.
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第1表においても,第2表においても,測定されたEW成分の常数は他の2成分のと比べ

て大きく異っている｡これについては再検討の必要があるので,第3図では, EW成分の特性

曲線は省いてある｡

3.観測された地震記録

火山性地震の観測は,普通,震源域から数km以内の距離でおこなわれ,地震動の卓越周期

も1秒以下であるから,地震の発生頻度の時間的変化や,波形の把握といった通常の観測には,

換振器の固有周期は1秒程度で十分である｡その意味では,われわれの使用している換振器は,

遠方に発生した′自然地震の観測にむいているともいえるが,第4図の爆発地震の頭部や｢C型｣

とよばれる連続微動にみられるように,火山性地震においても比較的長周期の振動の卓越する

場合がしばしば起こる｡われわれの関心は火山性地震のみにとどまるものではないが,火山性

地震においても,自然地震と同様に,大きな事象ほど卓越周期が大きくなるという傾向がみら

れるか,また,活動の時卿こよって周期や波形に変化がみられるかなど,一点3成分の観測で

あっても,､ダイナミックlレンジの広い範囲にわたる観測から得られる情報は少なくないであろ

う｡

第4図は,典型的ないく種碑かの火山性地震の記象である｡第4図(a)は1975年3月14日

の記録で,正弦波的な振動バク-ソを示す｢C型微動｣ 〔鹿児島地方気象台(1968),角田･井

手上(1970),長宗(1975)など〕と,爆発地震とが記録されている｡先にも触れたように,

爆発地震の頚部と｢C型微動｣では,卓越周期が1秒よりも大きいことが注目される｡第4図

(b)には, 1977年5月3日の衝撃音を伴った土っの爆発地震と,爆発に引き続く激しい噴煙活

動に伴うとみられる連続微動,およびいくつかのB型地震が示されている｡第4図(a)の爆発

地震と(b)の爆発地震とでは,衝撃音の有無の違いはあるものの,地震の大きさとしてほ差の

みられないことも,注目すべきことの一つである｡

第5図には,近地地震の例として1977年4月12日19時39分の日櫛難地震の記録を示した｡

この地震は鹿児島市において震度Ⅰの有感で,記象では南北動および東西動のS波部分が飽和
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Fig. 5. Hyuga-nada earthquake at 19h39m on 12 April, 1977. This was felt at Kagoshima

city with intensity I of JMA scale.
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している｡

第6図は, 1976年7月28日4時46分の唐山地震と, 19時48分の余震の記録をトレースし

たものである｡ P波の部分はきわめて微弱であるが, S波および表面波の部分は飽和すること

なく,十分良く記録されている｡

記録紙の交換は,いまのところ,委託により, 2日に1回おこなっている｡観測システムも

波形解析に十分に適したものとは言えない状況にあるが,これらについては今後とも改善をほ

かっていきたい｡
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